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防
災
教
育

問　

自
助
・
共
助
を
基
本
と
し

た
地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
平
成
24
年
度
は
、
学

校
や
地
域
で
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
う
の
か
。

答　

自
助
の
視
点
か
ら
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
の

向
上
や
住
宅
の
耐
震
化
等
、
共

助
の
視
点
か
ら
は
、
自
主
防
災

組
織
の
設
立
・
活
動
支
援
、
災

害
時
要
援
護
者
の
安
否
確
認
や

帰
宅
困
難
者
の
訓
練
等
も
実
施

す
る
。
ま
た
、
震
度
５
弱
以
上

の
地
震
発
生
時
に
避
難
拠
点
と

な
る
小
学
校
39
校
に
市
職
員
が

駆
け
つ
け
、
住
民
や
学
校
と
協

働
で
初
期
対
応
す
る
体
制
を
充

実
さ
せ
る
。
平
常
時
は
、
避
難

拠
点
で
の
協
力
体
制
を
協
議
す

る
運
営
委
員
会
の
設
置
に
努
め
、

地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
。

問　

東
日
本
大
震
災
の
時
、
岩

手
県
釜
石
市
で
は
、
長
期
に
わ

た
り
防
災
教
育
を
受
け
て
き
た

子
ど
も
た
ち
の
行
動
が
奏
功
し

て
、
自
分
た
ち
に
加
え
、
近
所

の
お
年
寄
り
や
小
さ
な
子
ど
も

の
避
難
に
も
貢
献
し
た
「
釜
石

の
奇
跡
」
が
あ
っ
た
。
地
域
で

の
訓
練
も
大
事
だ
が
、
学
校
教

育
の
中
で
子
ど
も
た
ち
へ
の
防

災
教
育
は
ど
う
行
っ
て
い
る
か
。

答　

学
校
で
の
防
災
教
育
に
つ

い
て
は
、
23
年
11
月
ま
で
に
小

中
学
校
17
校
が
、
東
日
本
大
震

災
で
の
教
訓
を
活
か
し
、
津
波

を
想
定
し
た
屋
上
へ
の
避
難
計

画
を
立
て
て
訓
練
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
自
治
会
と
連
携

し
た
防
災
訓
練
を
行
う
学
校
も

あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

釜
石
の
事
例
か
ら
、
避
難
の
３

原
則
「
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
、

最
善
を
尽
く
せ
、
率
先
避
難
者

た
れ
」
を
指
導
の
根
底
に
置
き
、

学
校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
た

防
災
訓
練
等
の
見
直
し
を
指
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
ブ

ロ
ッ
ク
合
同
防
災
訓
練
の
計
画

等
で
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

よ
り
確
保
で
き
る
よ
う
、
新
た

な
視
点
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

い
ち
か
わ

援

農

隊

問　

農
家
の
後
継
者
不
足
や
高

齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、
農
業

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
市
民
に
よ

る
「
い
ち
か
わ
援
農
隊
」
を
設

立
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
運
営

の
主
体
や
活
動
の
時
期
は
ど
の

よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
活
動
と
す

る
た
め
の
考
え
方
を
問
う
。

答　

ま
ず
平
成
24
年
度
に
は
、

市
が
主
体
と
な
っ
て
設
立
し
、

運
営
に
関
わ
っ
て
い
く
が
、
設

立
後
３
年
を
め
ど
に
、
自
主
運

営
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。
活

動
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

農
家
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が

ら
、
具
体
的
に
決
定
し
て
い
く
。

ま
た
、
活
動
の
充
実
を
図
る
た

め
、
Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ
等
と
連
携

し
て
、
栽
培
知
識
や
技
術
の
学

習
等
、
参
加
者
の
技
術
力
を
高

め
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ア
イ
・
リ
ン
ク

情
報
コ
ー
ナ
ー

問　

平
成
21
年
10
月
に
開
設
し

た
ア
イ
・
リ
ン
ク
タ
ウ
ン
展
望

り
な
が
ら
、
陸
地
側
に
お
い
て
、

海
岸
線
に
沿
っ
て
地
盤
を
高
く

す
る
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

高
波
対
策
の
強
化
を
図
る
計
画

で
あ
る
。

特

別

養

護

老
人
ホ
ー
ム

問　

施
政
方
針
に
、
高
齢
者
の

た
め
の
施
策
と
し
て
、
平
成
24

年
度
に
、
社
会
福
祉
法
人
が
運

営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
柏
井
町
に
２
カ
所
、
定
員
１

５
０
名
で
開
設
す
る
こ
と
、
ま

た
、
第
５
期
市
川
市
高
齢
者
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
、
入
所
希
望
者
が
多
数
で
、

多
く
の
待
機
者
が
居
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
議
会
答
弁
で
明
ら

か
で
あ
る
。
更
な
る
施
設
整
備

が
必
要
だ
が
、
現
状
で
は
、
市

北
部
地
域
に
施
設
が
集
中
し
て

お
り
、
南
部
の
行
徳
地
区
へ
の

施
設
整
備
が
急
務
で
あ
る
。
今

後
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

市
内
地
域
別
の
整
備
状
況
は
、

定
員
30
人
以
上
の
広
域
型
が
、

北
部
の
大
柏
地
区
に
６
施
設
、

南
部
の
高
谷
に
１
施
設
、
広
尾

に
１
施
設
で
あ
る
。
ま
た
、
定

員
30
人
未
満
の
地
域
密
着
型
の

小
規
模
施
設
が
、
南
部
の
二
俣

に
１
施
設
あ
る
。

　

広
域
型
施
設
の
建
設
は
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
土
地
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的

土
地
の
確
保
が
容
易
な
北
部
に

集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

行
徳
地
域
へ
の
広
域
型
施
設
の

整
備
を
図
る
た
め
、
社
会
福
祉

法
人
に
施
設
整
備
の
促
進
を
呼

び
掛
け
て
き
た
が
、
地
価
の
高

い
同
地
域
で
の
整
備
は
困
難
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
施
設
整
備
の
主
体
と

な
る
社
会
福
祉
法
人
が
事
業
に

参
入
し
や
す
い
体
制
に
努
め
て

い
く
。

　

更
に
、
地
域
密
着
型
の
施
設

整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
を

十
分
考
慮
し
て
推
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地域防災力の向上を図る避難所体験訓練

整備が進む塩浜２丁目地先の護岸

答　

県
が
実
施
す
る
調
節
池
本

体
工
事
は
平
成
24
年
で
完
了
予

定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し

て
は
、
24
年
度
に
実
施
設
計
を

行
い
、
25
年
度
以
降
の
工
事
着

工
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
ず
、

中
池
に
は
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ

に
利
用
で
き
る
多
目
的
利
用
ゾ

ー
ン
や
散
策
・
休
息
ゾ
ー
ン
を
、

25
年
度
か
ら
27
年
度
の
３
カ
年

で
整
備
す
る
予
定
で
あ
り
、
26

年
度
以
降
に
整
備
済
み
の
区
域

か
ら
順
次
、
市
民
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
下
池

に
は
、
散
策
・
休
息
ゾ
ー
ン
や

自
然
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
を
、
28

年
度
か
ら
29
年
度
の
２
カ
年
で

整
備
す
る
こ
と
と
し
、
29
年
度

以
降
に
整
備
済
み
の
区
域
か
ら

順
次
、
市
民
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
計
画
で
あ
る
。

に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
く
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
利
用
者

及
び
近
隣
住
民
へ
の
騒
音
・
振

動
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
今
後
、

関
係
部
署
と
工
事
期
間
、
工
法

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

国
分
川
調
節

池
整
備
計
画

問　

国
分
川
調
節
池
に
つ
い
て

は
、
治
水
対
策
の
た
め
県
が
行

う
事
業
で
あ
る
が
、
本
市
の
北

部
地
域
で
広
大
な
土
地
を
使
う

事
業
で
あ
る
。
従
っ
て
、
市
民

の
利
用
を
最
優
先
に
考
え
る
べ

き
で
あ
る
が
、
市
民
利
用
の
内

容
と
利
用
可
能
時
期
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
基
本

計
画
に
あ
る
中
池
、
下
池
の
計

画
の
具
体
的
内
容
は
ど
う
か
。

施
設
は
、
市
川
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
、
よ
り
積
極
的
に
活

用
す
べ
き
で
あ
る
。
情
報
コ
ー

ナ
ー
等
の
整
備
は
そ
の
第
一
歩

と
な
る
が
、
施
設
の
整
備
内
容

や
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
問
う
。

答　

23
年
６
月
に
、
市
の
観
光

資
源
や
物
産
等
を
紹
介
す
る
情

報
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
た
。
24

年
度
は
こ
の
機
能
を
拡
充
し
、

地
域
の
名
産
品
や
土
産
品
を
販

売
す
る
他
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
、
さ
ら
な
る
交
流
と
賑

わ
い
を
創
出
し
て
い
く
。
運
営

に
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
も
活

用
し
て
、
で
き
る
限
り
早
い
オ

ー
プ
ン
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。

西
部
・
大
野

公
民
館
工
事

問　

西
部
公
民
館
及
び
大
野
公

民
館
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
利

便
性
向
上
の
た
め
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
設
置
工
事
を
行
う
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
工
事
が
長
期

に
及
ぶ
と
、
利
用
者
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
両

公
民
館
の
工
事
予
定
及
び
工
事

期
間
中
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
大
野
公
民
館
に
併
設
す

る
大
柏
出
張
所
で
は
、
工
事
期

間
中
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　

西
部
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
８
月
に
着
工
、
25
年

２
月
頃
完
成
を
予
定
し
て
お
り
、

工
事
期
間
中
は
、
本
館
は
閉
館
、

新
館
は
開
館
す
る
。
大
野
公
民

館
で
は
、
24
年
12
月
に
着
工
、

25
年
11
月
頃
完
成
を
予
定
し
て

お
り
、
期
間
中
は
全
館
閉
館
す

る
。
両
公
民
館
と
も
、
利
用
者

に
は
、
近
隣
の
公
民
館
や
市
が

管
理
す
る
施
設
を
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
で
調
整
し
た
い
。

　

大
柏
出
張
所
は
、
大
野
公
民

館
の
工
事
期
間
中
も
通
常
業
務

と
し
、
防
音
シ
ー
ト
等
を
施
し

て
騒
音
・
粉
塵
等
の
抑
制
に
努

め
る
他
、
来
所
者
の
安
全
確
保

と
の
要
望
が
出
て
い
る
。

　

塩
浜
地
区
の
街
づ
く
り
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

塩
浜
２
丁
目
地
先
の
護
岸

改
修
に
つ
い
て
は
、
県
が
海
岸

保
全
区
域
に
指
定
し
、
東
京
湾

内
に
お
け
る
高
潮
や
高
波
対
策

を
目
的
に
、
県
が
護
岸
改
修
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
計
画
通
り
平

成
25
年
度
ま
で
に
、
確
実
に
護

岸
が
完
成
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

塩
浜
地
区
の
街
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
県
と
連
絡
を
密
に
取

り
、
護
岸
改
修
と
の
整
合
を
図

塩
浜
地
区
の

街

づ

く

り

問　

浦
安
市
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
被

っ
た
が
、
本
市
も
行
徳
臨
海
部

に
お
い
て
、
護
岸
等
、
様
々
な

場
所
で
被
害
を
受
け
た
。

　

塩
浜
地
区
の
街
づ
く
り
に
つ

い
て
同
地
区
の
住
民
か
ら
、「
今

後
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
津
波
や
高
波
に
対
し
て
非
常

に
不
安
で
あ
る
。
市
は
、
市
北

部
の
開
発
を
進
め
る
だ
け
で
な

く
、
臨
海
部
の
津
波
や
高
波
対

策
に
も
取
り
組
ん
で
欲
し
い
」


